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            平成30(2018)年度東京大学大学院工学系研究科 

都市持続再生学コース(都市工学専攻) 修士課程9月入学 
入学志望者案内 

 
都市持続再生学コース アドミッションポリシー 

 
教育研究上の目的： 

 都市持続再生学コースは、まちづくりに関連する広い分野の実務経験者を対象に、持続可能な

都市地域づくり、安全安心のまちづくり、活力ある魅力的なまちづくり、協働のまちづくりなど

現代的な都市再生課題に取り組むために必要な総合的な教育を行い、まちづくりの現場において

中心となって活躍する高度な知識をもった専門家を養成することを目的とする。 
 
求める学生像： 

 １）本コースの教育研究上の目的に沿う人材育成に応える人 
 ２）国内外の都市づくり・まちづくりの現場において持続的な都市の形成・再生を実践・主導

することを目指す人 
 
 
 
１．  定員及び出願資格 

都市持続再生学コース（都市工学専攻、通称「東大まちづくり大学院」）修士課程の募集人員は

12名である。東京大学大学院工学系研究科都市持続再生学コース（都市工学専攻）修士課程学生募
集要項第1項の出願資格を有する者であれば、その専門及び資格取得年次等によらず入学を志望す
ることができる。「都市の計画、デザイン、マネジメント、整備・保全、あるいは様々なまちづくり

活動に関わる分野で、社会人として 2年以上の実務経験」に自分の経歴が該当するかどうか確認を

希望する場合は、office@mps.t.u-tokyo.ac.jpに電子メールで連絡すること。 

 募集要項第1項の出願資格（１）～（６）に関して確認を希望する場合は、募集要項を熟読の上、

平成30(2018)年4月23日(月)までに工学系研究科学務課大学院チームへ問い合わせること。 

 
 
２．  指導教員  
本コースは工学系研究科都市工学専攻に設置されているが、都市工学専攻・社会基盤学専攻・建

築学専攻の３専攻を横断する教育プログラムであり、教育にはこれら3専攻に属する専任教員、委
嘱教員、特任教員、及び非常勤講師があたる。修士論文の指導は、主に都市工学専攻の専任教員が

担当する。 
 教員の専門は、都市計画、都市環境工学のほか、都市のマネジメント、都市政策、都市社会、都

市建築デザインなど関連する分野である。 
 詳しくはコースHP：http://www.due.t.u-tokyo.ac.jp/mps/ を参照のこと。 
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３．  カリキュラムの概要 (カリキュラムの詳細も上記コースHPを参照のこと) 
 

まちづくり演習 

日常生活圏のまちづくり、持続可能な都市圏計画、中心市街地＝ダウンタウンの再生、都

市空間・環境・コミュニティのデザインの４つの主要課題を対象に、ケースメソッド方式

の講義を踏まえつつ構想・提案を行います。 

都市空間政策 

都市の空間計画、交通政策、環境政策、安全・安心、高齢社会のまちづくり、都市のガバ

ナンスといった広範な領域について知識を修得します。 

都市経営基礎 

都市のマネジメント、行財政制度、住宅・不動産開発、都市社会論といった広範な領域に

ついて、社会科学系の基礎知識を体系的に修得します。 

都市経営戦略 

都市の産業と経営戦略、都市の文化・観光政策といった講義群により、都市経営や都市政

策の立案に必要とされるより実践的な知識を修得します。 

都市持続再生学 

特別演習 

（修士研究） 

学生の実務・関心に直結した研究を２年次より行います。 

 

その他 

（上記の講義・演習

の一部または特別講

義により行うもの） 

省庁担当官等による都市関係制度・事業、自治体による先駆的試み、最新の都市開発事例

などを紹介・概説する講義・セミナー、学術研究や論文執筆の手法を概説する講義、また

自治体首長、先進事例の実践者、海外の著名研究者による講義・講演などを予定していま

す。 

 

４．  選抜方法 

(1) 入学者の選抜は、筆記試験（英語、専門科目、小論文）と口述試験から総合的に判定すること
により行う。             
入学試験は、平成 30(2018)年 6月 23日（土）午前 10時～午後 6時頃の間に、東京大学工学
部14号館内教室等において行う。 

 
(2) 外国人出願者は、選抜方法が異なる場合があるので、あらかじめ都市工学専攻事務室に問い合
わせること。 

 
５．  入学試験科目 
（イ） 筆記試験 
Ａ 英語及び専門科目（10：00～12：00 120分間） 
英語(配点割合10％)：英文和訳など英文の理解力を問う問題。 
専門科目(配点割合50％)：都市の計画、デザイン、マネジメント、整備・保全、あるいは様々な
まちづくり活動に関わる分野における専門知識を問う複数の設問から指定された数を選択して解

答する。 
 
Ｂ 小論文(配点割合40％)（13：00～14：30 90分間） 
都市の計画、デザイン、マネジメント、整備・保全、あるいは様々なまちづくり活動に関わる

分野における、これまでの自身の経験を踏まえ、今後のまちづくりのあり方等に関して考えると

ころを、設問に対応して、決められた字数の小論文にまとめる。 
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（ロ） 口述試験（15：00～ 順次行う） 
都市の計画、デザイン、マネジメント、整備・保全、あるいは様々なまちづくり活動に関わる

分野におけるこれまでの経験、本コースへの志望理由、本コースでの学習への取り組み姿勢など、

本コースでの教育への適格性についての口頭試問を行う。 
 
６．  過去の入学試験問題 
過去の入学試験問題は公開されている。入手方法についてはコースHPを参照のこと。 

  
７．  その他 
 入学志望者は、この入学志望者案内の４頁に掲載されている「入学試験受験者心得」を熟読する

こと。 
 
８．  連絡先 
〒113-8656 東京都文京区本郷7-3-1 東京大学大学院工学系研究科都市工学専攻事務室  
（電話 03-5841-8362） 
 

 
この案内書は、平成30年度東京大学大学院工学系研究科 
都市持続再生学コース修士課程募集要項を補うものである
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平成 30(2018)年度 東京大学大学院工学系研究科 
都市持続再生学コース（都市工学専攻） 

修士課程 入学試験受験者心得 
 
１．試験日  

平成 30(2018)年 6月 23日(土) 
  (試験時間の詳細は、本冊子 2～3頁を参照のこと。) 
 
２．試験場 

  東京大学工学部 14号館(東京都文京区本郷 7-3-1) 試験場案内図(7頁)参照 
  受験者は、試験開始時刻の 15分前までに所定の試験室に入室すること。定刻に遅れた場合は、 
試験監督者に申し出ること。 

 
３．携行品 

 (1)受験票 
 (2)黒色鉛筆(又はシャープペンシル)、消しゴム、鉛筆削り(卓上式は不可)又はナイフ、時計(計時
機能だけのもの) 

 (3)携帯電話等の電子機器類は、試験室入室前にアラ－ムの設定を解除した上で電源を切り、カバ
ン等に入れ、身につけないこと。携帯電話等を時計として使用することは認めない。 

 
４．筆記試験の留意事項 

 (1)試験開始後は、解答が終わった場合でも、また、受験を放棄する場合でも退室を許さない。 
 (2)試験時間中、受験票を常に机上に置くこと。 
 (3)解答用紙には、受験番号のみを記入し、氏名は書いてはならない。 
  １問ごとに必ず１枚の解答用紙を使用すること。書ききれない場合は、裏面を使用してもよい。 
 (4)解答用紙及び問題冊子は、持ち帰ってはならない。 
 
５．その他      
 (1)合格者は、平成 30(2018)年 7月 5日(木) 午後 4時に、工学系研究科掲示板に掲示する。 
また、平成 30(2018)年 7月 6日(金) までに工学系研究科Webサイト
(http://www.t.u-tokyo.ac.jp/soe/index.html)に掲示する。 

 (2)合格者については、合格通知書を本人宛に郵送する。電話、FAX、メール等による合否の照会 
には応じない。 

 (3)出願以後において、現住所、受信場所等に変更が生じた場合には、速やかに届け出ること。 
 

 
                               平成 30(2018)年 4月 
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都市持続再生学コース提出書類  
実務経験の概要と志望理由 

 

 
 
本コースでは、原則として、出願時までに都市の計画、デザイン、マネジメント、整備・

保全、あるいは様々なまちづくり活動に関わる分野（本コースでは関連分野を幅広く捉えて

いる）で、社会人として2年以上の実務経験がある方を入学者の対象としている。以下では、

１.実務経験の概要及びまちづくり活動に関連する資格等、２.実務経験の中で本コースと関

係が深いものの詳細と貴方の役割、３.本コースで学習・研究したいこととその理由、につい

て書き、他の提出書類と共に提出すること。別紙の添付は認めない。本書類はコース HP 

(http://www.due.t.u-tokyo.ac.jp/mps/)からダウンロードし、作成した上で、提出することも
できる。 

 
１．実務経験の概要及びまちづくり活動に関連する資格等 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．実務経験の中で本コースと関係が深いものの詳細と貴方の役割 

氏名  
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３．本コースで学習・研究したいこととその理由 
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